
指先を動かす遊びは、子どもの脳の発達に良い影響をあたえます。 

指先を使うことで神経が発達していき、細かな動きもできるようになって

いきます。脳に刺激を与えてくれるので、思考力や言語力、運動能力を育

てるためにも指先を使った遊びは大切です。 
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２月 フルーツミックス 

 
 

寒暖差の激しい日が続きますが、天気の良い日にはグリーンテラスで体をいっぱい動かしています。さくらんぼ組は、すべり台やウッドマウンテンに挑戦中‼いちご

組は、大好きな「はたらく車」の曲に合わせて元気よくかけっこをしています。りんご組は、簡単なルール遊びの鬼ごっこや、むっくりくまさんを友だちと誘い合っ

て走ったり、逃げたり・・・体がポカポカ温まった後は、お部屋で好きな遊びを楽しんでいます。年齢ごとの遊びの育ちの様子をご覧ください。 

 

 

  

   さくらんぼ組  うつしかえ 

ままごと遊びを通して、「にぎる、はなす、つまむ」の手の動

きができてきます。手指や腕、肩の機能が発達し小さい物が

つかめるようになり、手の巧緻性が身についてきます。 

 

          

                 ２月のねらい 

0歳児…ボール遊びで握る、放す、手の動きで手指の屈曲・伸展の運動発達を促す。 

1歳児…集団遊びを通して、友だちや保育者と言葉のかけ合いや、一緒に遊ぶことを楽しいと感じる。 

２歳児…おままごとやお店屋さんごっこなどの、遊びを展開する。 

 

 

 

        りんご組   

友だちと関わりわりながらルール遊びや、ごっこ

遊びを楽しめるようになります。 

いちご組 ひも通し・ボタンはめ         

触覚的知覚の発達 

物の相互の性質を知るとともに 

両手が使えるようになります。 

 

 

 

はさみ（一回切り） 

手、指を開いたり閉じたりして、

一回切りを繰り返し練習し、連続

切りへとつながります。 

 

              

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://h.tsukuba-kosodate.jp/?action%3Dcommon_download_main%26upload_id%3D2749&imgrefurl=http://h.tsukuba-kosodate.jp/?block_id%3D294%26page_id%3D0%26action%3Djournal_view_main_init%26cate_id%3D0%26visible%3D10%26now_page%3D10%26nc_session%3Dbtttpc9j0e285it1epopfhp4r6&docid=S4g8U9SzluI0iM&tbnid=2vdi9s2GmwDvhM:&vet=1&w=787&h=705&bih=715&biw=1477&q=%E3%81%BE%E3%81%BE%E3%81%94%E3%81%A8%20%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwjzl5Dn5NfRAhVKfrwKHW8zCgk4rAIQMwhNKEswSw&iact=mrc&uact=8

